危険性又は有害性の調査書（リスクアセスメントシート）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記入例）なるべく関係労働者全員に確認してもらうようにする。
災害発生日

	評価実施日
	
	評価
レベル
	改善前
	改善後
	
	社長
	専務
	社員
	作成者

	改善前
	5年4月 2日
	
	
	Ⅴ
	Ⅱ
	
	
	
	　　
	

	改善後
	5年4月15日
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　レベルⅡ以下までリスクを下げる
	評価実施日
	5年4月15日
	評価者
	代表取締役　　安全一郎
	記録者
	専務取締役　　安全次郎

	評価場所
（作業方法）
（被災状況）
	令和5年4月2日に事故発生。○○宅の屋根補修工事において、作業が終了したため、屋根から降りようと移動ハシゴに移ったとき、ハシゴが横にずれたためバランスを崩し、ハシゴと共に高さ2.2ｍの位置から墜落した。この欄は、矢印の評価レベルの一覧表から選んで記入して下さい。

ケガの程度（腰椎骨折、休業見込み3ヶ月）

	危険箇所（作業）
	作業場所の状況
	対策内容
	リスク評価
	対策日
	備　　考
(改善に必要な用具や費用等)

	
	
	
	
	作業頻度
	ケガの程度
	評価レベル
	
	

	屋根上での作業。
	・作業中は安全帯を着用していたが、親綱がハシゴの位置まで届かなかったため、安全帯をはずした。

・作業計画を立てていない
・安全教育の未実施
	・親綱を作業する範囲にすべて届くものを用意する。
・作業前にハシゴの固定をしておく


・作業計画を立ててから作業する。
・ＫＹなどの安全教育を実施する
	改善前
	頻繁
	重傷
	Ⅴ
	5年
4月15日
	親綱の購入
（○○○円）

	
	
	
	改善後
	頻繁
	すり傷
	Ⅱ
	
	



	評価レベル
	

	評価
レベル
	改善の優先度
	

	総　　評

	作業頻度
（　）は目安

ケガの程度
	まれに
（年数回）
	たまに
（月毎）
	時　々
（週毎）
	頻　繁
（毎日）
	
	
	
	
	・短時間の作業であったため作業方法を安易に考えて作業してしまったことから事故につながった。
・事前に作業計画を立てて、安全な状態を確認してから作業する
・ちょっとした作業でも安全対策を確実に行ってから作業させる。



	
	
	
	
	
	
	Ⅴ
	高
	改善するまで作業停止
	
	

	すり傷
	Ⅰ
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅱ
	
	Ⅳ
	
	
	
	

	軽　傷
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅲ
	
	Ⅲ
	中
	改善するまで作業停止が望ましい
	
	

	重　傷
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅱ
	低
	状況に応じて改善を行う。
	
	

	死　亡
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅰ
	
	
	
	


· 青文字の部分を記入して下さい。事業者職氏名
（有）安全工務店　　代表取締役　安全一郎　　


[bookmark: _GoBack]危険性又は有害性の調査書（リスクアセスメントシート）
	評価実施日
	
	評価
レベル
	改善前
	改善後
	
	代表者
	
	
	作成者

	改善前
	年　 月 　日
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	改善後
	年　 月   日
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　レベルⅡ以下までリスクを下げる
	評価実施日
	年　　月　　日
	評価者
	
	記録者
	

	評価場所
（作業方法）
（被災状況）
	



	危険箇所（作業）
	作業場所の状況
	対策内容
	リスク評価
	対策日
	備　　考
(改善に必要な用具や費用等)

	
	
	
	
	作業頻度
	ケガの程度
	評価レベル
	
	

	
	
	
	改善前
	
	
	
	
	

	
	
	
	改善後
	
	
	
	
	



	評価レベル
	

	評価
レベル
	改善の優先度
	

	総　　評

	作業頻度
（　）は目安

ケガの程度
	まれに
（年数回）
	たまに
（月毎）
	時　々
（週毎）
	頻　繁
（毎日）
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	Ⅴ
	高
	改善するまで作業停止
	
	

	すり傷
	Ⅰ
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅱ
	
	Ⅳ
	
	
	
	

	軽　傷
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅲ
	
	Ⅲ
	中
	改善するまで作業停止が望ましい
	
	

	重　傷
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅱ
	低
	状況に応じて改善を行う。
	
	

	死　亡
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅰ
	
	
	
	


（記入例を参考にしてください）事業者職氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

